
前期の連結業績についてお聞かせください。Q

代表取締役社長

株主の皆様へ
株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、当社第42期連結会計年度(※)の事業の状況につきまして、

株主通信 夏号

今期の経営環境をどのように認識していますか？Q

前期は新型コロナウイルスの影響で、経営環境が
大きく変動する一年となりました。食の分野では外食か
ら内食へのシフト、そして店舗から宅配へのシフトが継
続的に起きました。結果として、秋川牧園では卸販売
と直販の双方で売上が伸張しました。特に直販事業
で 35％の高い伸びとなったことは、今後の事業展開に
おいても重要な意味をもっています。売上の伸びは外
的要因に加えて、この間に進めてきたブランド強化の
取り組みが効果を発揮してくれたものと評価していま
す。この売上要因に加えて、食品工場を中心に生産性向上の取り組みを進めていった結果、利益面で
も大幅な増益を確保することができました。

新型コロナウイルスは変異株の問題があるため、なかなか最終的な出口は見通せませんが、当面の
メインシナリオはワクチン効果によって、徐々に以前の生活が戻ってくるというものでしょう。その過程
では、一時的に食の宅配需要が下ブレするリスクがあります。そこで、新商品開発や会員制宅配のサー

ビス強化など、競争力を高める取り組みをスピーディに進め
ていくことが重要だと考えています。また、足元では世界的
な穀物相場の高騰で飼料価格が値上がりしています。短
期的には飼料価格安定基金からの補填金が緩衝材になり
ますが、飼料は当社のコストに占める割合が大きい項目だ
けに、製品値上げなどの的確な対応が求められると認識し
ています。

(※) 2020年4月1日から2021年3月31日までご報告申し上げます。



新しくスタートした中期計画についてお聞かせください。

業績の推移

業績ハイライト

第39期
（'17.4～'18.3）

第40期
（'18.4～'19.3）

第41期
（'19.4～'20.3）

第42期
（'20.4～'21.3）

売上高 5,498 5,623 5,790 6,417
営業利益 91 98 94 265
経常利益 128 130 121 288
当期純利益 

（百万円）

（百万円）

（百万円）

（百万円） 85 135 71 169
1株当たり当期純利益 （円） 20.50 32.42 17.23 40.77
総資産  （百万円） 5,036 5,092 5,082 5,378
純資産   （百万円） 1,573 1,696 1,733 1,920

本社及び工場　山口県山口市仁保下郷10317番地
大 阪 事 業 所　大阪府茨木市太田1-1-25

事業所
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役　員本 社 所 在 地　山口県山口市仁保下郷10317番地
設 立　昭和54年5月25日
資 本 金　7億1千4百15万円
従 業 員　220名（グループ合計  288名）
　　　　　　　　　　　　　　臨時社員及びパート社員を除く

上場証券取引所　東京証券取引所
　　　　　　　　JASDAQ（スタンダード）

会社の概況（2021年3月31日現在）

Q

この４月からスタートした新しい中期計画では、秋川牧園のブランド力と成長力をさらに引き上げていくことを
基本方針にしています。そして、その実現のための基本戦略は４つです。
一番目は「ＦＡＲＭ進化戦略」です。秋川牧園の生産、加工、販売、さらにはマネジメントシステム

を進化させることで、ブランド力と成長力の向上を目指します。二番目には「ファン化戦略」です。引き続
き知名度向上を目指すと同時に、いかに秋川牧園の食を多くの人に食べていただくか、そして秋川牧園ファ
ンをいかに増やしていくかに総合的に取り組んでいきます。三
番目は「成長基盤強化戦略」です。今あるチャンスを活か
すためにも、人材、設備、ＩＴ、農場といった成長に向けての
基盤を強化していきます。そして最後には「ＳＤＧｓ戦略」です。
ＳＤＧｓは秋川牧園と親和性の非常に高い考え方です。ＳＤＧｓ
を今後の価値創造の羅針盤にしつつ、温暖化ガスの削減
など新たなチャレンジを増やしていきます。そして、その取り組みを
ブランド力と成長力の向上につなげていきたいと考えています。
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内 田 恭 彦社 外 取 締 役

※同封している秋川牧園のたよりは、本
来は消費者向けに作成したものです
が、株主の皆様にも普段着の秋川牧
園のことも知っていただければと考
え、お届けしているものです。お楽
しみいただければ幸いです。

感染予防意識の高まりにより内食・宅配需要が拡大したため、売上高は大きく増
加。利益面は売上高の増加要因に加え、冷凍食品工場及び鶏肉一次処理場の生
産性向上により大幅な増益に。


